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金属量が低く、若い極金属欠乏銀河 (EMPG)の中で [Fe/O]が高い銀河が観測されている。EMPGは若く、間
欠的星形成の兆候も見られないため、Ia型超新星では元素組成比を説明できず、対不安定型超新星 (PISN)や爆
発エネルギーが大きい極超新星爆発 (HN)が豊富な鉄を生成した可能性が指摘されている (Isobe et al.2022)。
前回の講演 (2022秋,X57a)では、PISNで豊富に作られる SとArのOに対する組成比を確認すると、観測され

たEMPGは Feが多いにもかかわらず、SとArが非常に少なく、PISNだけでなく、どの超新星の yieldを使った
化学進化モデルでも元素組成比を説明できなかった。今回の講演では、EMPGの元素組成に見られる SとArが少
なく Feが多くなる原因として、超新星の爆発エネルギーとmixing - fallback (Umeda & Nomoto 2002)の効果を
評価した結果を報告する。Tominaga et al.(2007)の重力崩壊型超新星 (CCSN)モデルについての yield計算コー
ドを用いて、EMPGの観測結果に合う yieldを調べた。近傍の星形成銀河 (Izotov et al.2006)や通常のEMPGは、
mixing - fallbackが入ったCCSNで元素組成比を再現できた。一方、Feが太陽組成ほど多い EMPGはmixing -
fallbackの効果がない小質量星の CCSNで元素組成比を再現できたが、大質量星を多く含む EMPGにはそぐわ
ない。そこで、爆発エネルギーを大きくすると、mixing - fallbackの効果がないHで Feが多い EMPGの元素組
成比を再現できた。EMPGのような金属量が低い環境では、mixing - fallbackの効果が少ないHNが支配的に起
こっていることが示唆された。


